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木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
に
お
け
る
各
県
の
需
要
想
定
方
法

単
位

愛
知
県

名
古
屋
市

長
野
県

岐
阜
県

三
重
県

備
　
考

2
,9
5
0
.9

2
,3
0
0

3
4

1
,9
2
1

1
,1
2
3

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

県
別
の
将
来
人
口
を
基
に
算
出

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
に
よ
り
算
出

水
道
整
備
基
本
構
想
に
お
け
る
試
算
値
各
市
町
村
ご
と
に
時
系
列
傾
向
分
析
に

よ
り
推
計
し
、
合
計
値
が
県
人
口
フ
レ
ー

ム
の
中
位
推
計
に
合
う
よ
う
に
補
正

県
の
人
口
フ
レ
ー
ム
を
参
考
に
算
出

1
0
0

1
0
0

9
8
.6

9
7
.3

1
0
0
平
均
値
　
9
9
.2

平
野
部
：
1
0
0
％

山
間
部
：
時
系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
算
出
1
0
0
%

水
道
整
備
基
本
構
想
に
お
け
る
給
水
人

口
及
び
行
政
区
域
内
人
口
の
試
算
値
を

用
い
て
算
出

市
町
村
ご
と
に
上
限
値
1
0
0
％
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
曲
線
に
よ
り
推
計

1
0
0
%

③
＝
①
×
②

　
水
道
給
水
人
口

千
人

2
,9
5
0
.9

2
,3
0
0

3
4

1
,8
6
8

1
,1
2
3

2
6
0

2
5
7

2
1
7
.2

2
7
2
.3

3
1
1
.2
平
均
値
　
2
6
3
.5

平
野
部
：
飲
料
・
洗
面
・
手
洗
、
洗
濯
、
そ

の
他
の
用
途
別
に
推
計

山
間
部
：
有
収
水
量
原
単
位
を
時
系
列

傾
向
分
析
に
よ
り
算
出

H
2
～
H
1
2
を
回
帰
期
間
と
す
る
重
回
帰

モ
デ
ル
に
よ
り
算
出

上
水
道
の
H
8
～
H
1
2
平
均
値

上
水
道
：
地
域
区
分
ご
と
に
時
系
列
傾

向
分
析
に
よ
り
推
計

簡
易
水
道
：
事
業
ご
と
に
上
限
3
0
0
L
の
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線
に
よ
り
推
計

地
域
区
分
ご
と
に
、
時
系
列
傾
向
分
析

に
よ
り
推
計

⑤
＝
④
×
③

　
家
庭
用
水
有
収
水
量

千
m
3
/
日

7
6
7
.2

5
9
1

7
.3

5
0
8
.7

3
4
9
.5

1
7
5
.4

2
2
9

3
.1

1
1
2

6
3
.7

平
野
部
：
都
市
活
動
用
水
原
単
位
を
時

系
列
回
帰
分
析
に
よ
り
算
出

山
間
部
：
該
当
な
し

昼
間
人
口
×
営
業
用
水
原
単
位
に
よ
り

算
出

営
業
用
水
原
単
位
は
H
6
～
H
1
2
を
回
帰

期
間
と
す
る
重
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
り
推
計

一
日
平
均
有
収
水
量
の
想
定
値
及
び
都

市
活
動
用
水
、
工
場
用
水
の
有
収
水
量

の
H
8
～
H
1
2
実
績
値
を
基
に
算
出

地
域
区
分
ご
と
に
、
時
系
列
傾
向
分
析

に
よ
り
推
計

地
域
区
分
ご
と
に
H
1
2
実
績
値

5
0
.5

3
9

0
.7

2
4
.8

3
0
.4

平
野
部
：
時
系
列
回
帰
分
析
に
よ
り
算
出

山
間
部
：
該
当
な
し

工
業
出
荷
額
×
工
業
用
水
原
単
位
に
よ

り
算
出

S
5
5
～
H
1
2
の
う
ち
大
渇
水
を
除
く
年
に

お
け
る
実
績
最
小
値
を
採
用

一
日
平
均
有
収
水
量
の
想
定
値
及
び
都

市
活
動
用
水
、
工
場
用
水
の
有
収
水
量

の
H
8
～
H
1
2
実
績
値
を
基
に
算
出

地
域
区
分
ご
と
に
、
時
系
列
傾
向
分
析

に
よ
り
推
計

地
域
区
分
ご
と
に
H
1
2
実
績
値

⑧
＝
⑤
＋
⑥
＋
⑦

　
一
日
平
均
有
収
水
量

千
m
3
/
日

9
9
3
.1

8
5
9

1
1
.1

6
4
5
.4

4
4
3
.7

9
3
.5

9
4

7
2
.2

8
7
.9

9
0
.9
平
均
値
　
8
7
.7

実
績
値
か
ら
の
回
帰
分
析
に
よ
り
推
計

S
5
5
～
H
1
2
実
績
値
を
踏
ま
え
て
設
定

H
8
～
H
1
2
の
実
績
平
均
値

事
業
ご
と
に
有
収
率
の
実
績
値
及
び
有

効
率
の
推
計
値
を
基
に
算
出

地
域
区
分
ご
と
に
、
有
収
率
の
実
績
値

及
び
有
効
率
の
推
計
値
を
基
に
算
出

⑩
＝
⑧
/
⑨

　
一
日
平
均
給
水
量

千
m
3
/
日

1
,0
6
2
.2

9
1
4

1
5
.4

7
3
3
.9

4
8
7
.9

⑪
＝
⑩
/
③

　
一
人
一
日
平
均
給
水
量

Ｌ
/
人
・
日

3
6
0

3
9
7

4
5
9
.1

3
9
2
.8

4
3
4
.3
平
均
値
　
4
0
8
.6

8
0
.1

7
4

7
2
.4

7
7
.7

7
8
.1
平
均
値
　
7
6
.5

地
域
区
分
ご
と
に
、
近
1
0
か
年
下
位
3
か

年
平
均
値
を
採
用

S
5
5
～
H
1
2
の
最
低
値

H
8
～
H
1
2
の
実
績
平
均
値

事
業
ご
と
に
過
去
5
か
年
の
実
績
最
低

値
地
域
区
分
ご
と
に
過
去
1
0
か
年
の
実
績

最
低
値

⑬
＝
⑩
/
⑫

　
一
日
最
大
給
水
量

千
m
3
/
日

1
,3
2
6
.5

1
,2
4
0

2
1
.3

9
4
5
.1

6
2
4
.9

9
1
.6

9
3

7
1
.5

9
2
.8

9
4
.6
平
均
値
　
8
8
.7

事
業
計
画
に
基
づ
き
施
設
ご
と
に
設
定

S
5
5
～
H
1
2
の
平
均
値

H
8
～
H
1
2
の
実
績
平
均
値

実
績
を
踏
ま
え
上
水
9
3
％
、
簡
水
9
0
％

北
勢
地
域
：
9
7
％

中
勢
地
域
：
8
9
％

⑮
＝
⑬
/
⑭
/
8
6
.4

　
一
日
最
大
取
水
量

m
3
/
s

1
6
.7
6

1
5
.4
3

0
.3
4

1
1
.7
9

7
.6
7

⑫ 　
負
荷
率

⑨ 　
有
収
率

⑥ 　
都
市
活
動
用
水
有
収
水
量

⑭ 　
利
用
量
率

① 　
行
政
区
域
内
人
口

② 　
水
道
普
及
率

④ 　
家
庭
用
水
有
収
水
量
原
単
位

⑦ 　
工
場
用
水
有
収
水
量

H
1
6
閣
議
決
定

H
16
.5
第
3
回
木
曽
川
部
会
資
料
を
基
に
作
成

千
m
3
/
日

％ ％ ％

千
人 ％

Ｌ
/
人
・
日

千
m
3
/
日

資料③
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利
根
川
水
系
・
荒
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
に
お
け
る
各
県
の
需
要
想
定
方
法

単
位

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

備
　
考

1
,9
3
6

1
,6
6
2

1
,9
9
6

6
,9
8
3

6
,0
9
5

1
2
,3
6
5

新
茨
城
長
期
総
合
計
画
の
人
口
見
通
し

の
高
位
推
計
を
採
用

県
総
合
計
画
「
と
ち
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
の

人
口
推
計
の
高
位
値
を
採
用

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に

よ
る
市
町
村
別
の
中
位
推
計
値
を
採
用
「
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼
玉
プ
ラ
ン
」
に

お
け
る
人
口
予
測
を
採
用

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に

よ
る
市
町
村
別
の
中
位
推
計
値
を
採
用

東
京
都
の
基
本
構
想
で
あ
る
「
東
京
構

想
20
00
」の
人
口
予
測
と
実
績
値
と
の

比
率
で
一
律
1
.7
％
上
方
に
修
正

9
6
.3

9
2
.3

9
3
.7

9
9
.9

9
6
.9

1
0
0
.0
平
均
値
　
9
6
.5

H
3
2
に
1
0
0
％

基
準
年
度
（H
16
）実
普
及
率
と
H
32
の

10
0％
を
直
線
的
に
補
間
し
た
値
を
採
用

水
道
普
及
率
H
5
～
H
1
4
実
績
に
基
づ

き
、
時
系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
推
計
し
、

行
政
区
域
内
人
口
を
乗
ず
る
こ
と
で
給

水
人
口
を
算
出
し
、
簡
易
水
道
・
専
用
水

道
人
口
を
差
し
引
い
て
算
出

水
道
普
及
率
H
6
～
H
1
5
実
績
に
基
づ
い

て
時
系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
推
計
し
、

行
政
区
域
内
人
口
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
給
水
人
口
を
算
出
し
、
上
水
道
給
水

人
口
比
を
乗
じ
て
算
出

H
3
2
に
1
0
0
％
に
達
す
る
も
の
と
し
、
H
1
7

実
績
と
の
間
で
直
線
補
間

事
業
体
毎
に
過
去
の
実
績
か
ら
時
系
列

傾
向
分
析
等
に
よ
り
推
計
、
又
は
目
標

値
を
設
定

1
0
0
%

③
＝
①
×
②

　
水
道
給
水
人
口

千
人

1
,8
6
4

1
,5
3
4

1
,8
7
1

6
,9
7
5

5
,9
0
7

1
2
,3
6
5

2
3
4
.0

2
4
7
.7

-
2
5
9
.0

2
6
1
.6

2
7
1
.0
平
均
値
　
2
5
4
.7

H
元
～
H
1
6
実
績
値
を
基
に
、
3
手
法
で

検
討
し
、
要
因
別
分
析
予
測
を
採
用

鬼
怒
川
流
域
：
重
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
り

推
計
渡
良
瀬
川
流
域
：
時
系
列
傾
向
分
析
に

よ
り
推
計

※
一
日
平
均
給
水
量
と
し
て
一
括
で
算

定

H
8
～
H
1
7
実
績
に
基
づ
い
て
、
県
内
水

道
事
業
体
を
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
り
6

グ
ル
ー
プ
に
分
割
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

重
回
帰
分
析
に
よ
り
想
定

S
5
5
～
H
1
6
を
回
帰
期
間
と
す
る
重
回
帰

モ
デ
ル
に
よ
り
算
出

重
回
帰
式
に
よ
り
推
計

⑤
＝
④
×
③

　
家
庭
用
水
有
収
水
量

千
m
3
/
日

4
3
6
.2

3
7
9
.9

-
1
,8
0
3
.7

1
,5
4
5
.3

3
,3
4
6
.0

1
0
8
.1

8
8
.6

-
3
9
4
.2

2
9
1
.0

1
,1
8
7
.0

直
近
5
か
年
の
平
均
値

鬼
怒
川
流
域
：
重
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
り

推
計
渡
良
瀬
川
流
域
：
重
回
帰
モ
デ
ル
に
よ

り
推
計

※
一
日
平
均
給
水
量
と
し
て
一
括
で
算

定
S
5
5
～
H
1
6
を
回
帰
期
間
と
す
る
重
回
帰

モ
デ
ル
に
よ
り
算
出

重
回
帰
式
に
よ
り
推
計

3
0
.9

1
6
.1

-
6
0
.3

6
9
.0

工
業
用
水
補
給
水
量
の
伸
び
率
を
工
業

用
水
道
有
収
水
量
H
1
6
実
績
値
に
乗
じ

て
算
出

※
伸
び
率
は
将
来
の
産
業
構
造
の
変

化
を
見
込
む

鬼
怒
川
流
域
：
H
5
～
H
1
4
実
績
平
均
値

渡
良
瀬
川
流
域
：
時
系
列
傾
向
分
析
に

よ
り
推
計

※
一
日
平
均
給
水
量
と
し
て
一
括
で
算

定

工
業
用
水
補
給
水
量
の
伸
び
率
を
工
業

用
水
道
有
収
水
量
の
H
1
6
自
責
値
に
乗

じ
て
算
出

重
回
帰
式
に
よ
り
推
計

⑧
＝
⑤
＋
⑥
＋
⑦

　
一
日
平
均
有
収
水
量

千
m
3
/
日

5
7
5
.2

4
8
4
.6

-
2
,1
9
8
.0

1
,8
9
6
.6

4
,6
0
2
.0

9
1
.5

8
5
.3

-
9
1
.8

9
2
.4

9
4
平
均
値
　
9
1
.0

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
中
小
事
業
体
目
標
値

9
5
％
か
ら
県
全
体
の
有
効
無
収
率
を
差

し
引
い
た
9
3
％
を
H
3
2
有
収
率
と
し
、

H
1
6
実
有
収
率
と
直
線
的
に
補
間
し
た

値
を
採
用

目
標
達
成
年
度
H
3
7
の
有
効
率
を
9
0
％

と
設
定
し
、
基
準
年
度
H
1
4
の
実
績
有
効

率
と
を
直
線
的
に
補
間
し
た
値
を
有
効

率
の
推
計
値
と
し
、
H
1
4
実
績
の
有
効
無

収
率
を
差
し
引
き
算
出

※
一
日
平
均
給
水
量
と
し
て
一
括
で
算

定
県
営
水
道
区
域
：9
2％

秩
父
地
域
：8
2％

事
業
体
毎
に
過
去
の
実
績
や
目
標
有

効
率
等
を
勘
案
し
設
定

過
去
1
5
か
年
（
S
6
1
～
H
1
2
）
の
「
有
収
率

＋
漏
水
率
」
の
最
高
値
を
参
考
に
、
想

定
さ
れ
る
漏
水
防
止
対
策
の
効
果
を
勘

案
し
て
9
4
％
に
設
定

⑩
＝
⑧
/
⑨

　
一
日
平
均
給
水
量

千
m
3
/
日

6
2
8
.7

5
6
7
.9

8
8
6
.7

2
3
9
4
.2

2
0
5
2
.6

4
8
9
6
.0

⑪
＝
⑩
/
③

　
一
人
一
日
平
均
給
水
量

Ｌ
/
人
・
日

3
3
7
.0

3
7
0
.2

4
7
4
.0

3
4
3
.2

3
4
7
.5

3
9
6
.0
平
均
値
　
3
7
8
.0

8
0
.0

8
2
.1

8
1
.5

8
4
.3

8
1
.7

8
1
.0
平
均
値
　
8
1
.8

実
績
1
6
か
年
（
H
1
～
H
1
6
）
の
最
小
値
側

5
か
年
分
の
平
均
値

過
去
1
0
か
年
（
H
5
～
H
1
4
）
の
下
位
3
か

年
平
均
値

過
去
10
か
年
H
6～
H
15
の
最
低
値

近
10
か
年
（H
8～
H
17
）の
最
低
値

事
業
体
毎
に
過
去
の
実
績
を
基
に
平
均

値
、
最
低
値
等
を
採
用

過
去
1
5
か
年
（
S
6
1
～
H
1
2
）
の
実
績
値

か
ら
、
安
全
を
見
込
ん
で
最
低
値
を
基

に
8
1
％
と
設
定

⑬
＝
⑩
/
⑫

　
一
日
最
大
給
水
量

千
m
3
/
日

7
8
5
.9

6
9
1
.4

1
,0
8
8
.0

2
,8
4
0
.1

2
,5
1
1
.8

6
,0
0
0
.0

9
2
.5

9
6
.7

9
2
.8

9
6
.9

9
5
.0

9
3
.4
平
均
値
　
9
4
.6

表
流
水
に
つ
い
て
、
用
水
供
給
事
業
計

画
値
で
あ
る
7
.5
％
と
し
て
設
定

H
14
実
績
値

過
去
10
か
年
H
6～
H
15
の
平
均
値

近
10
か
年
（H
8～
H
17
）の
平
均
値

事
業
体
毎
に
事
業
計
画
等
を
基
に
設
定
各
施
設
の
取
水
、
導
水
の
実
態
や
漏

水
、
減
水
水
質
等
を
考
慮
し
た
上
で
設

定

⑮
＝
⑬
/
⑭
/
8
6
.4

　
一
日
最
大
取
水
量

m
3
/
s

9
.7
2

8
.2
8

1
3
.5
7

3
3
.9
3

3
0
.6
1

7
4
.9

② 　
水
道
普
及
率

④ 　
家
庭
用
水
有
収
水
量
原
単
位

⑦ 　
工
場
用
水
有
収
水
量

千
人

％

Ｌ
/
人
・
日

千
m
3
/
日

千
m
3
/
日

H
2
0
閣
議
決
定

H
1
9
.1
0
第
6
回
利
根
川
・
荒
川
部
会
資
料
を
基
に
作
成

⑥ 　
都
市
活
動
用
水
有
収
水
量

⑭ 　
利
用
量
率

％ ％ ％

⑫ 　
負
荷
率

⑨ 　
有
収
率

H
8
～
H
1
7
実
績
に
基
づ
い
て
、
県
内
水

道
事
業
体
を
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
り
6

グ
ル
ー
プ
に
分
割
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

重
回
帰
分
析
に
よ
り
想
定

全
体
の
7
割
を
都
市
活
動
分
、
3
割
を
工

場
分
と
し
、
工
場
分
に
は
経
済
成
長
率

を
加
味
。
圏
央
道
開
通
に
伴
う
需
要
増

を
別
途
政
策
水
量
と
し
て
加
算
。

① 　
行
政
区
域
内
人
口

資料④
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淀
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
に
お
け
る
各
県
の
需
要
想
定
方
法

単
位

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

備
　
考

1
8
5

1
,5
0
5

2
,2
8
0

8
,9
7
3

3
,2
0
0

1
,3
2
3

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
を
用
い
た
推
計
に
、
確

実
性
の
高
い
新
規
大
規
模
開
発
計
画
に
伴

う
当
該
区
域
外
か
ら
の
転
入
者
見
込
み
を
積

み
上
げ

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

市
町
村
別
の
中
位
推
計
値
を
採
用
し
、
補
正

を
加
え
た
上
で
、
新
規
開
発
に
よ
る
増
加
分

を
見
込
む

京
都
市
区
域
：
H
1
6
行
政
区
域
内
推
計
人
口

を
基
に
行
政
区
域
毎
に
推
計

そ
の
他
区
域
：
国
立
社
会
保
障
・
人
権
問
題

研
究
所
に
よ
る
市
町
村
別
の
中
位
推
計
値

に
大
規
模
開
発
分
を
加
算

大
阪
市
：
「
大
阪
市
基
本
計
画
2
0
0
6
ｰ
2
0
1
5
」

の
高
位
推
計
を
採
用

そ
の
他
：
「
大
阪
の
将
来
人
口
推
計
の
点
検

に
つ
い
て
」
の
上
位
推
計
を
採
用

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

都
道
府
県
別
等
の
推
計
値
を
基
本
と
し
、

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
に
よ
り
推
計

奈
良
県
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
や
ま
と

２
１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
人
口
推
計
（
高
位
値
）

を
基
に
算
出

9
9
.9

9
5
.2

9
7
.4

1
0
0
.0

1
0
0

9
7
.9
平
均
値
　
9
8
.4

簡
易
水
道
を
含
め
る
形
で
、
伊
賀
市
及
び
名

張
市
の
目
標
値
を
採
用

給
水
普
及
率
を
H
6
～
H
1
5
実
績
に
基
づ
い
て

推
計

京
都
市
区
域
：
行
政
区
域
内
人
口
推
計
か
ら

上
水
未
給
水
区
域
人
口
を
除
し
て
推
計

そ
の
他
区
域
：
簡
易
水
道
の
統
合
計
画
を
見

込
ん
で
普
及
率
を
推
計

1
0
0
%

1
0
0
%

市
町
村
ご
と
に
計
画
値
ま
た
は
、
時
系
列
傾

向
分
析
に
よ
る
推
計
値
を
採
用

③
＝
①
×
②

　
水
道
給
水
人
口

千
人

1
8
5

1
,4
3
3

2
,2
1
9

8
,9
7
0

3
,2
0
0

1
,2
9
4

2
7
2
.0

2
7
6
.5

2
4
5
.0

2
5
6
.3

2
5
5
.1

2
6
0
.4
平
均
値
　
2
6
0
.9

地
区
毎
に
H
8
～
H
1
7
の
実
績
値
を
も
と
に
時

系
列
傾
向
分
析
を
行
う

相
関
係
数
が
0
.7
未
満
の
場
合
、
H
8
～
H
1
7

実
績
最
大
値
を
採
用

各
事
業
体
毎
に
傾
向
の
似
て
い
る
グ
ル
ー
プ

分
け
を
し
、
そ
の
代
表
的
な
市
町
村
に
よ
る

要
因
別
に
分
析
し
た
積
み
上
げ
モ
デ
ル
に
よ

り
推
計

京
都
市
区
域
：
H
5
～
H
16
実
績
を
用
い
て
時

系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
算
出
し
、
行
政
区
域

毎
の
原
単
位
差
異
を
用
い
て
行
政
区
域
毎

に
推
計

そ
の
他
区
域
：
水
使
用
用
途
の
積
み
上
げ
に

よ
り
推
定
収
束
値
を
設
定

大
阪
市
：
洗
濯
、
風
呂
、
台
所
、
ト
イ
レ
、
洗

面
、
そ
の
他
の
用
途
別
に
モ
ニ
タ
リ
グ
調
査

結
果
を
基
に
積
み
上
げ
に
よ
り
推
計

そ
の
他
：
1
0
か
年
（
H
6
～
H
1
5
）
の
時
系
列
傾

向
分
析
に
よ
り
推
計

H
8
～
H
1
6
を
回
帰
期
間
と
す
る
重
回
帰
モ
デ

ル
に
よ
り
算
出

生
活
目
的
別
原
単
位
（
風
呂
、
洗
面
、
便

所
、
洗
濯
、
戦
車
、
散
水
）
を
時
系
列
傾
向
分

析
等
に
よ
り
推
計
し
、
積
み
上
げ

⑤
＝
④
×
③

　
家
庭
用
水
有
収
水
量

千
m
3
/
日

5
0
.2

3
9
6
.2

5
4
3
.9

2
,2
9
8
.8

8
1
6
.3

3
3
7
.1

1
3
.6

8
8
.3

1
7
1
.0

9
8
5
.3

2
5
0
.4

7
1
.6

地
区
毎
に
H
8
～
H
1
7
の
実
績
値
を
も
と
に
時

系
列
傾
向
分
析
を
行
う

相
関
係
数
が
0
.7
未
満
の
場
合
、
H
8
～
H
1
7

実
績
最
大
値
に
、
確
実
性
の
高
い
新
規
需

要
を
積
み
上
げ
て
想
定
値
と
す
る
。

H
6
～
H
1
5
の
実
績
値
か
ら
時
系
列
傾
向
分

析
に
よ
り
推
計

京
都
市
区
域
：
業
務
用
水
と
そ
の
他
用
水
に

分
け
て
各
々
推
計
。
業
務
用
水
は
行
政
区

域
毎
に
H
5
～
H
1
6
ま
で
の
実
績
を
用
い
て
時

系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
推
計
し
、
地
下
水
転

換
に
伴
う
減
少
分
を
見
込
む

そ
の
他
地
域
：
各
市
町
村
毎
に
傾
向
を
分
析

し
、
変
動
の
少
な
い
市
町
は
近
年
1
0
か
年
の

実
績
値
、
変
動
の
大
き
い
市
町
は
H
元
～

H
1
5
の
重
回
帰
傾
向
分
析
に
よ
り
推
計
し
、

新
規
開
発
分
を
別
途
加
算

大
阪
市
：
事
務
所
、
飲
食
店
、
商
店
、
工
場
、

旅
館
、
病
院
・
官
公
署
等
、
運
輸
、
学
校
、
公

衆
浴
場
、
そ
の
他
の
業
態
別
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
に
よ
り
原
単
位
を
推
計
し
、
別
途
重

回
帰
分
析
に
よ
り
推
計
し
た
従
業
員
数
・
施

設
数
等
を
乗
じ
て
算
出
し
、
再
開
発
計
画
分

を
加
算
。
ま
た
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し

て
ミ
ス
ト
散
布
を
考
慮
し
、
都
市
活
動
用
水
・

工
場
用
水
の
5
％
相
当
を
計
上

そ
の
他
：
第
3
次
産
業
の
従
業
者
数
及
び
原

単
位
を
時
系
列
傾
向
分
析
に
よ
り
推
計
し
、

そ
れ
ら
を
乗
じ
た
も
の
に
開
発
水
量
分
を
加

算

近
1
0
か
年
（
H
7
～
H
1
6
）
の
平
均
値
に
、
新
規

開
発
計
画
分
を
加
算

時
系
列
傾
向
分
析
等
に
よ
り
推
計
し
た
も
の

に
、
新
規
開
発
計
画
分
を
加
算

7
.5

4
8
.2

1
5
.6

1
9
3
.7

6
9
.4

3
3
.4

地
区
毎
に
H
8
～
H
1
7
の
実
績
値
を
も
と
に
時

系
列
傾
向
分
析
を
行
う

相
関
係
数
が
0
.7
未
満
の
場
合
、
H
8
～
H
1
7

実
績
最
大
値
に
、
確
実
性
の
高
い
新
規
需

要
を
積
み
上
げ
て
想
定
値
と
す
る
。

工
業
用
水
の
需
要
想
定
に
お
け
る
工
業
用

水
補
給
水
量
の
上
水
依
存
分
の
伸
び
率
を

工
業
用
水
道
有
収
水
量
の
H
1
5
実
績
値
に

乗
じ
て
算
出

京
都
市
区
域
：
行
政
区
域
毎
に
H
5
～
H
1
6
ま

で
の
実
績
を
用
い
て
時
系
列
傾
向
分
析
に
よ

り
推
計

そ
の
他
区
域
：
都
市
活
動
用
水
と
併
せ
て
推

計

大
阪
市
：
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り
原
単
位

を
推
計
し
、
別
途
重
回
帰
分
析
に
よ
り
推
計

し
た
従
業
員
数
・
出
荷
額
等
を
乗
じ
て
算
出

し
、
新
規
立
地
に
伴
う
工
業
用
水
増
加
分
を

加
算
そ
の
他
：
第
2
次
産
業
の
従
業
者
数
及
び
原

単
位
を
推
計
し
、
そ
れ
ら
を
乗
じ
る
こ
と
で
算

出

工
業
用
水
補
給
水
量
の
水
道
依
存
分
を
採

用
時
系
列
傾
向
分
析
等
に
よ
り
推
計
し
た
も
の

に
、
新
規
開
発
計
画
分
を
加
算

⑧
＝
⑤
＋
⑥
＋
⑦

　
一
日
平
均
有
収
水
量

千
m
3
/
日

7
1
.3

5
3
2
.7

7
3
0
.3

3
,4
7
7
.7

1
,1
3
6
.1

4
4
2
.0

8
9
.7

8
7
.7

8
7
.7

9
1
.2

9
0
.7

9
2
.7
平
均
値
　
9
0
.0

事
業
体
毎
に
目
標
値
を
採
用

H
1
5
実
績
値

京
都
市
区
域
：
有
効
率
90
％
、
有
効
無
収
率

H
1
4
～
H
1
6
実
績
値
4
.1
％
と
推
計
し
、
設
定

そ
の
他
区
域
：
9
2
％
を
飽
和
値
と
し
て
推
計

大
阪
市
：
1
0
か
年
（
H
7
～
H
1
6
）
の
最
大
値

そ
の
他
：
5
か
年
（
H
1
1
～
H
1
5
）
の
平
均
値

近
1
0
か
年
（
H
7
～
H
1
6
）
の
最
低
値

実
績
値
が
9
2
％
を
超
え
て
い
る
市
町
村
は

H
1
5
実
績
値
、
9
2
％
未
満
の
市
町
村
は
年

0
.2
％
の
割
合
で
増
加
さ
せ
た
値
を
採
用

⑩
＝
⑧
/
⑨

　
一
日
平
均
給
水
量

千
m
3
/
日

7
9
.5

6
0
7
.7

8
3
2
.8

3
8
1
4
.9

1
2
5
2
.6

4
7
7
.0

⑪
＝
⑩
/
③

　
一
人
一
日
平
均
給
水
量

Ｌ
/
人
・
日

4
3
1
.0

4
2
4
.1

3
7
5
.2

4
2
5
.3

3
9
1
.4

3
6
8
.5
平
均
値
　
4
0
2
.6

7
9
.6

7
2
.5

7
7
.5

8
3
.0

8
4
.4

7
7
.6
平
均
値
　
7
9
.1

近
1
0
か
年
（
H
8
～
H
1
7
）
の
最
低
値

事
業
体
毎
に
近
1
0
か
年
（
H
6
～
H
1
5
）
の
最

低
値
を
採
用

近
年
1
0
か
年
の
最
低
値

大
阪
市
：
1
0
か
年
（
H
7
～
H
1
6
）
の
最
低
値

そ
の
他
：
5
か
年
（
H
1
1
～
H
1
5
）
の
最
低
値

近
1
0
か
年
（
H
7
～
H
1
6
）
の
最
低
値

過
去
1
0
か
年
（
H
6
～
H
1
5
）
最
小
値
を
採
用

⑬
＝
⑩
/
⑫

　
一
日
最
大
給
水
量

千
m
3
/
日

9
9
.8

8
3
8
.6

1
,0
7
4
.9

4
,5
9
6
.3

1
,4
8
4
.1

6
1
4
.7

9
3
.4

9
6
.0

9
1
.5

9
7
.4

9
6
.9

9
2
.4
平
均
値
　
9
4
.6

水
源
別
に
、
浄
水
方
法
に
応
じ
て
9
0
～

1
0
0
％
を
採
用

H
1
5
実
績
値

京
都
市
区
域
：
導
水
施
設
ロ
ス
0
.0
2
、
上
水

ロ
ス
H
1
2
～
H
1
6
平
均
0
.0
7
と
し
設
定

そ
の
他
区
域
：
水
道
施
設
設
計
指
針
の
1
0
％

に
着
水
井
の
再
利
用
を
勘
案
し
設
定

大
阪
市
：
5
か
年
（
H
1
2
～
H
1
6
）
の
平
均
値

そ
の
他
：
2
5
か
年
（
S
5
5
～
H
1
6
）
の
平
均
値

近
1
0
か
年
（
H
7
～
H
1
6
）
の
最
低
値

事
業
体
ご
と
に
事
業
認
可
値
を
採
用

⑮
＝
⑬
/
⑭
/
8
6
.4

　
一
日
最
大
取
水
量

m
3
/
s

1
.2
4

1
0
.1
1

1
3
.6
0

5
4
.6
0

1
7
.7
3

7
.7
0

⑭ 　
利
用
量
率

％ ％

⑫ 　
負
荷
率

① 　
行
政
区
域
内
人
口

② 　
水
道
普
及
率

④ 　
家
庭
用
水
有
収
水
量
原
単
位

⑦ 　
工
場
用
水
有
収
水
量

⑥ 　
都
市
活
動
用
水
有
収
水
量

⑨ 　
有
収
率

H
2
1
閣
議
決
定

H
2
0
.4
第
5
回
淀
川
部
会
資
料
を
基
に
作
成

千
人 ％

Ｌ
/
人
・
日

％

千
m
3
/
日

千
m
3
/
日

資料⑤
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